
平 成 2８ 年 度

登録販売者試験問題
（午後）

　　受験上の注意
１　問題は60問で、解答時間は２時間である。
２  「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」について、問題
文中では「医薬品医療機器等法」と表記する。

３　答案用紙（マークシート）の記入方法
　⑴　答案用紙（マークシート）の注意欄をよく読んで記入すること。
　⑵　答案用紙（マークシート）に受験番号と氏名を記入し、受験番号をマークすること。
　⑶　答えは答案用紙（マークシート）に記入すること。問題用紙に記入しても無効である。
　⑷ 　各問題には答えの選択肢が１から４または５まであるが、適合する答えは１つ

4 4

である。
最も適当と思ったものを１つ選び

4 4 4 4

、次の例にならって答案用紙にマークすること。２つ以
上マークした場合は誤りとなる。

　―― 例 ――
　問１　次のうち日本の首都はどこですか。
　　　１　神　　　　戸
　　　２　京　　　　都
　　　３　東　　　　京
　　　４　福　　　　島

４ 　問題用紙の交錯・重複・落丁および印刷不鮮明なものは挙手をし、係員に申し出て交換す
ること。

５　試験が終了したら受験票及び問題用紙は持ち帰ること。
６　この問題の無断転載を禁ずる。
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問題
番号

解

答

欄

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮

答えは



問 消化 系に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ

か。

ａ ンは、 酸によって 化物を消化する ンとな 、

酸とともに 液として働く。

ｂ 小 の運動によって、 物が れらの消化液（
すい

液、 、 液）と

されながら大 へと られ、 の に消化と 分の 収が行われる。

ｃ の上 と下 には 約筋があ 、 の 物が や に し

ないよ に いでいる。

ｄ は、
く

から に る 物 と、 の とが わると

である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 誤 正 正 正

３ 誤 誤 正 正

４ 誤 正 誤 誤

５ 正 誤 誤 正

問 の記述は、 に関するものである。正しいものの組み合わせはどれ

か。

ａ は、 性 タ ンである タ ン 、 等を する とはでき

るが、 タ ン や １２等の 性 タ ンは する とができな

い。

ｂ では、 酸以 の 酸を生合成する とができる。

ｃ に えられた ンは、血糖 が下がったときなど、 に

てブドウ糖に分 されて血液中に 出される。

ｄ ル ルは、 や小 で 収されるが、 へと運 れて 酸に

代謝されたの 、さらに代謝されて ル ドになる。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）
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問 大 及び に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせは

どれか。

ａ 大 は、 分の 収に な であ 、 の を 成する

細胞の には、さらに が 生して 収効 を高 ている。

ｂ 大 の 上 細胞は、 細 が 物 を分 して生 る 分を、

の 動に している。

ｃ 、
ん

中の 物の
し

は約５０％を る。

ｄ は、動 が細かい に っていて、 れらの血管が 血す

ると の となる。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 正

２ 正 誤 誤 誤

３ 誤 正 誤 誤

４ 正 誤 誤 正

５ 誤 正 正 誤

問 系に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ

か。

ａ から へ か が の へ分 する での部分を 管とい 。

ｂ 胞の は、 細血管が のよ に んでお 、 胞と 細血管

を んで 持している組織を髄質とい 。

ｃ
へん

は ンパ組織が ってできていて、 に してくる細 、ウ

イル 等に する が行われる。

ｄ 運動は、 自体の筋組織によって、 が自力で 収縮する と

によ 行われる。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 正

２ 正 誤 誤 正

３ 正 正 正 正

４ 誤 正 誤 誤

５ 正 誤 正 誤
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問 の記述は、循環 系に関するものである。正しいものの組み合わせは

どれか。

ａ は、 し大の ン で、 の後 の 上 部に位

する。

ｂ を る では、 の をおいて
く

に か い の

（ ）が して血 の を いでいるが、 ンパ管には ンパ液

の 止のた の はない。

ｃ 心 の 部分（ 心 、 心 ）は、全身から ってきた血液を

へ 出し、 で 換された血液は、心 の 部分（ 心 、 心

）に 、 から全身へ 出される。

ｄ 動 は、 力性があ 、 力がかかっても えられるよ になっている

が、血
し

中の過 な ルが血管の に すると、 の 力

性が なわれても くなる。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）

問 の記述は、血液に関するものである。正しいものの組み合わせはどれ

か。

ａ 血液には、ホルモンの運 によって体 の 組織 の を

る がある。

ｂ 酸化 素の多くは、酸素と同様に モ ンと結合して全身の組織

から へと運 れる。

ｃ 血の中には、 等のた 血 の 生に な タ ンが

する とによ 生 る 血がある。

ｄ 血中 質量は、血液の 性に大きな を える。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）
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問 血 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ 中 は、血管 を けて組織の中に とができ、組織の

中では ク と れる。

ｂ ンパ は、 血 の約 ０％を てお も が多く、細 やウイ

ル 等を によって んで分 する。

ｃ 血 は、体 に した細 やウイル 等の 物に する 御を け

持つ細胞であ 、 ル に関 するものはない。

ｄ 血 は、 や などが きると全体の が するとともに、

との 合も 化する。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 誤 誤 正

２ 正 正 誤 正

３ 誤 誤 誤 誤

４ 正 正 正 正

５ 誤 正 正 誤

問 ンパ系に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ

か。

ａ ンパ液の れは、 に骨格筋の収縮によるものである。

ｂ ンパ液は、血
し

と とんど同 成分からなるが、タンパク質が多く、

ンパ を 。

ｃ ンパ管は、 いに合 して に くな 、 的にもものつけ の

につながる。

ｄ ンパ節の 部には ンパ や ク （ 細胞）が して

いて、 ンパ液で運 れてきた細 やウイル は、 で によっ

て される。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 誤 正 誤

２ 誤 正 誤 正

３ 正 誤 誤 正

４ 正 正 誤 誤

５ 正 正 正 正
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問 泌 系に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ

か。

ａ 体の を の ウ ン
の

が み んでお 、 れを 小体とい

。

ｂ 質から分泌される ルド ンは、体 に と ウ を

し、 分の
せつ

を す がある。

ｃ 小体では、 中のブドウ糖や 酸等の 分及び血液の 持に

な 分や 質が 収される。

ｄ の とんどは 分であ 、 素、 酸等の 物、 の 量の

質を 。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 正

２ 誤 誤 誤 正

３ 正 誤 誤 正

４ 誤 誤 正 誤

５ 正 正 誤 誤

問 の記述は、 に関するものである。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ を に長
さら

されると、 の上 に を生 る とが

ある。

ｂ の 血は、血管が して く える であ 、 に が い

とい ときは、 血と 出血（結 下出血）がき んと される とが

である。

ｃ を を けると、 筋の の か、 の 調節を行って

いる の や、 的 たきが なくなって 液の 等が生

る。

ｄ 結 には を する細胞（視細胞）が してお 、 々の視細胞は

神経 につなが 、 れが なって の後 で視神経となる。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の記述は、 に関するものである。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ を わってきた は、 を 動させ、 管が の 動を

して へ する。

ｂ 小さな子 では、 管が く くて、 行が に いた 、
く

から

ウイル や細 が し が やすい。

ｃ
か

及び の 部は、いずれも ンパ液で たされている。

ｄ にある （ の ）や からの分泌物に、 や

上 の 物などが って （ あか）となる。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）

問 系に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ 質 は、 質細胞と細胞 質で 成されてお 、細胞 質の 成

分は、 ンである。

ｂ に物 的な が されると が して、た や おの

ができる。

ｃ には、
え き か

（わきのした）などの 部に分 する ク ン （体

）と、 の らなどの がないと も 全身に分 する ク

ン の がある。

ｄ の に する 生物の ン が れた 、 を 成する組

織に を生 ると、 の 、 が やすくなる。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 誤 誤 正

２ 誤 誤 正 正

３ 正 誤 誤 誤

４ 誤 正 正 正

５ 正 正 正 誤
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問 骨格系や筋組織に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせ

はどれか。

ａ 成長が停止した後は、骨の修復（骨形成）は行われず骨の新陳代謝は行

われない。

ｂ 骨には、骨格筋の収縮を効果的に体躯
く

の運動に転換する運動機能がある。

ｃ 腱
けん

は、筋組織と同様に、筋細胞及び結合組織からできている。

ｄ 心筋は、強い収縮力と持久力を兼ね備えた随意筋である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 誤

２ 誤 誤 誤 正

３ 正 誤 誤 正

４ 誤 正 誤 誤

５ 正 誤 正 誤

問 脳や神経の働きに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせ

はどれか。

ａ 延髄は多くの生体の機能を制御する部位であるが、複雑な機能の場合は

さらに上位の脳の働きによって制御されている。

ｂ 脳において、血液の循環量は心拍出量の約１５％、酸素の消費量は全身

の約２０％、ブドウ糖の消費量は全身の約７５％である。

ｃ 脳の血管は末梢に比べて物質の透過に関する選択性が高く、タンパク質

などの大分子や小分子でもイオン化した物質は血液中から脳の組織へ移行

しやすい。

ｄ 脳の下部には、自律神経系、ホルモン分泌等の様々な調節機能を担って

いる部位（視床下部など）がある。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 誤 正

２ 誤 正 正 正

３ 誤 正 誤 誤

４ 正 正 誤 正

５ 正 誤 正 誤
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問 の記述は、神経の働きに関するものである。正しいものの組み合わせ

はどれか。

ａ 自律神経系は、末梢神経系と体性神経系に分 される。

ｂ 神経の節後 の末 から 出される神経 物質は ル ド

ンであるが、 を する 神経の節後 の末 では、 的に

ル ンが 物質として 出される。

ｃ 神経系が に働く場合、 液 では 液分泌が する。

ｄ 神経系が に働く場合、 の運動は する。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）

問 の記述は、 の 収、代謝、
せつ

に関するものである。正しいも

のの組み合わせはどれか。

ａ 代謝とは、物質が体 で化 的に 化する とであるが、 の 効

成分も循環血液中へ移行して体 を循環する に 々に代謝を けて、

分 された 、体 の の物質が結合するなどして が 化する。

ｂ
く

の に を する場合、 の成分は循環血液中に移行しな

いた 、全身 を 的とした の はない。

ｃ の体 への 出経 の とつに があ 、 効成分の 中へ

の移行は に する の とい で、 視する とはできない。

ｄ ンを （
し く

）の 効成分は、
く

から 収

されて、循環血液中に 、 に で代謝を けて全身に分 する。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の記述は、 形に関するものである。正しいものの組み合わせはどれ

か。

ａ は、ク に比べ 部が していた 部を で い し

たい場合に いる とが多い。

ｂ ル は、 の中の 液で やかに ける がなされているた 、

なしで する とができる。

ｃ のよ に 形 に ず、 末 にしたものを 、小さな に

したものを とい 。

ｄ 経 液 は、 効成分の血中 が上 しやすいた 、 性や 性

がある成分が 合されているものの場合、 の 的と なる 正な

がなされる とがある。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）
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問 な を に関する以下の記述の正誤について、

正しい組み合わせはどれか。

ａ （ ブン ン ン ）は、３ 以

上の高 を って、
しん

、 様の 等の しい が比 的

の に全身の 、 、 等の に れる である。

ｂ の の多くが中 性 （ ）の

とみられている。

ｃ に 性結 のよ な が れた場合は、 は

中 性 の である 能性を とが である。

ｄ 及び中 性 は、多 の合 等

によ 的な転 をたどる とがあるが、 が した後は や

等に が る とはない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 誤 正 正

２ 誤 正 正 誤

３ 正 正 誤 正

４ 正 誤 正 誤

５ 正 正 誤 誤
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問 の記述は、 神神経系に れる の に関するものである。

正しいものの組み合わせはどれか。

ａ 神神経 は、 を の 量で していれ 生する

お れはない。

ｂ 性髄 は、 の が の場合、全身性

、 合性結合組織 、関節 ウ 等の がある で ク

が高い。

ｃ 過 に 性髄 の の を経 した は、 同 を

しても 体ができているた はしない。

ｄ の によって中 神経系が を け、 、 、 つ等

の 神神経 を生 る とがある。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

問 体の に れる の に関する以下の記述の正誤について、

正しい組み合わせはどれか。

ａ イ ウ 様 が 化すると、 細 の によって全身 の

が に 行する 能性がある。

ｂ 質性 の は、か や 管 の と が であ 、 れ

らの には細心の 意は ない。

ｃ
ん

の は、 で される とはない。

ｄ 消化性 の は、消化管出血に って
ん

が くなる とがある。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 正

２ 正 誤 誤 正

３ 誤 正 誤 誤

４ 正 誤 正 誤

５ 正 誤 正 正
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問 機 等 ２ １ に される の に関する以

下の記述の 、正しいものはどれか。なお、 問の中の 機 等

とは、機 、 、 、 生 びに 及び

れを記 した 体をい 。

１ の身体の は機能に を及 す とが 的とされている物で、

生 働 の を けずに やせ を したものは、 に

する。

２ の身体の は機能に を及 す とが 的とされている物は、

機 等、 部 、化 も に する。

３ は、全て に収 られている。

４ 動物の の に される とが 的とされている物であって、機

等、 部 及び 生 等 でないものは に する。

問 及び に関する以下の記述の正誤について、正

しい組み合わせはどれか。

ａ 及び の効能効果の は、 の生 が

できる （ え 、 等）で される。

ｂ は、 及び を する とができ

る。

ｃ は では、 等の 性の高い は

いられていない。

ｄ 及び は、あらか られた 量に き、

正 する とによって効果を するものである。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 正

２ 誤 正 正 正

３ 誤 誤 誤 誤

４ 正 誤 正 誤

５ 正 正 誤 誤
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問 の記述は、 と に関するものである。正しいものの組み合わせ

はどれか。

ａ に分 される は、全て は に する。

ｂ については、 れを収 る の は に、 に 、

をもって、 の 及び の が記 されていなけれ

ならない。

ｃ は を、１ の の 全な いに のある に

してはならない。

ｄ を 、陳 する場 には、か を さなけれ ならない。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

問 の 等への記 に関する以下の記述の正誤について、

正しい組み合わせはどれか。

ａ は、 の の は に、 の中に ２ の

が記 されていなけれ ならない。

ｂ 等の は 及び が記 されていなけれ な

らない。

ｃ の は、 は で記 されていなけれ ならな

い。

ｄ 記 止 として は誤 を くお れのある が られて

いる。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 誤 誤

２ 誤 誤 誤 正

３ 正 正 誤 正

４ 正 誤 正 誤

５ 誤 正 正 正

13



問 の記述は、 部 に関するものである。正しい組み合わせはどれ

か。

ａ あせも、た れ等の 止の 的のた に される物がある。

ｂ の は の に 部 の を する とが

しい。

ｃ 生 （ねずみ、はえ、 、のみ の れらに する生物）の

の 的のた される物もある。

ｄ 消費 に する場合には、 部 の が である。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

問 部 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはど

れか。

ａ として する場合は、 とは な 、 の は

である。

ｂ の 止、 は を 的とするものがある。

ｃ 、くし み等のか に の を効能効果の とす

るものがある。

ｄ いびきの 的な 制 を効能効果の とするものがある。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 正 正 誤 正

３ 誤 誤 正 正

４ 誤 正 誤 誤

５ 誤 正 正 正

14



問 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ とは、 、 部 及び 生 等 以 のすべての

物をい 。

ｂ 、 機能 、機能性 を して 機能

といい、 生 を た の 持 を 的として されるも

のである。

ｃ 機能性 とは、 の において、 的 に いた機

能性を し、 全性及び機能性の に関する などが、 に消

費 長 へ け出られたものである。

ｄ 、 、 ル 、 、 の形 については、 である

が されている場合に 、 形 のみをもって への 性

の がなされる とはない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 正

２ 正 誤 誤 正

３ 誤 誤 正 誤

４ 正 正 正 誤

５ 誤 正 誤 正

15



問 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ の に き が制 された。

ｂ 形上、 として 等されている であっても、 の成分 質、

効能効果の 等に らして とみなされる場合には、 を

けずに され、 は の 等を けずに された と

して の となる。

ｃ には、 生 働 の 等の クが されている。

ｄ とよ れるものは、 で されたものではない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 誤 誤

２ 誤 正 誤 正

３ 正 誤 正 正

４ 誤 誤 正 誤

５ 誤 正 正 誤

16



問 の は に関する以下の記述の正誤について、正しい組み

合わせはどれか。

ａ は、 は に、 を は

させなけれ ならない。

ｂ は、 は に、 は

を は させなけれ ならない。

ｃ は、 が の場合には、 の管 が と

た場合に って、 に を は させる とが

できる。

ｄ は、 が に していない場合には、

を は させる とはできない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 正

２ 誤 正 誤 誤

３ 誤 正 誤 正

４ 正 誤 正 誤

５ 誤 誤 正 正

17



問 の 管 に関する以下の記述の正誤について、正しい組

み合わせはどれか。

ａ を は する において、 を 管 と

する とができない場合は、 の において の 等に する

の 、 られた 経 を たした を 管 とする

とができる。

ｂ は を は する においては、

を 管 とする とができる。

ｃ においては、 管 を する を ず かなけれ

ならない。

ｄ が 管 となるには、 として、 、

は において、過 ５ の 、 として は

の管 の下、 に した は として

に した が して２ ある とが である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 誤

２ 正 正 誤 正

３ 正 誤 正 正

４ 正 正 誤 誤

５ 誤 誤 誤 正

18



問 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはど

れか。

ａ 管 は、 の の の （ の の が

は の にある場合においては 長 は 長）に

を けたときを き、 の 以 の場 で として の管 の

に関する に してはならない。

ｂ は、 の 経 化が にくい と等の

に 合するもの以 の を 等してはならない。

ｃ は、 管 が 生上 を生ずるお れがないよ

、 の について述べた意 を しなけれ ならない。

ｄ で の の に て の を して分

する場合には、 等への記 及び 等への記 につ

いて、 の の において、 れ れ は記 され

なけれ ならない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 正

２ 正 正 誤 正

３ 正 誤 誤 誤

４ 正 誤 正 誤

５ 誤 正 誤 誤

19



問 の記述は、 が、 の において の に す

る に を させる に関するものである。正しいも

のの組み合わせはどれか。

ａ を しよ とする 以 の に しては、 、

、 の 、 しくは 、 、

しくは は 、 しくは 動物 の に

する場合を き、正 な なく を させてはならな

い。

ｂ を しよ とする が、 を しよ

とする であるかど かは、 の から させてはならな

い。

ｃ の は からの の は

けの を させ、 を しよ とする が、 正な

のた に と られる 量に させなけれ ならない。

ｄ を した の 、 の 及び

の を、 を しよ とする に えた場合にも、

の 及び の に質問がない とを させる とが しい。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

20



問 の は陳 等に関する以下の記述の正誤について、正

しい組み合わせはどれか。

ａ は は、 を しない は、

を 陳 し、 は する場 を しなけれ ならない。

ｂ は は、か をかけた陳 備等に陳 する場

合を き、 を、 を行 た の 備から７

ル以 の に陳 しなけれ ならない。

ｃ は、 、 及び を

しないよ に する とが しい。

ｄ は は、 を したときは、

を に記 し、２ しなけれ ならない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 誤

２ 正 正 誤 誤

３ 正 誤 正 正

４ 誤 誤 誤 正

５ 正 正 誤 正

問 等の陳 に関する以下の記述の 、正しいものはどれか。

１ と をか のかかる 備に陳 している場

合は、 せずに陳 する とができる。

２ と 部 は せずに陳 する とができる。

３ 部 と化 は せずに陳 する とができる。

４ と は せずに陳 する とができる。

21



問 における に関する以下の記述の正誤について、正しい組

み合わせはどれか。

ａ を するた に な を、いかなる場合も のホ

に しなけれ ならない。

ｂ の 分の を しなくてもよい。

ｃ 及び の の を しなけれ ならない。

ｄ を し、 は けよ とする場合は、

の を する と及び の について は

に する とを る を しなけれ ならない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 誤

２ 正 正 誤 誤

３ 誤 正 誤 正

４ 誤 誤 正 正

５ 正 誤 誤 正

22



問 の に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合

わせはどれか。

ａ 、 は は、 の の

は の に された の を 過した を、正 な な

く、 してはならない。

ｂ は の を していれ 、 を に す

とができる。

ｃ のお れがあるものとして 生 働大 が する には、

イド ド ンを 効成分として する があ 、 正に す

る がある。

ｄ ホ の の に き、自動的に の の

を する で を する とは、 の 性を 上するた

されている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 正 正 誤 正

３ 誤 正 誤 誤

４ 誤 誤 正 正

５ 正 誤 誤 正

23



問 の に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせは

どれか。

ａ の に関しては、 機 等 による 生上の

からの 制の か、 な による の の 止等を るた 、

及び 止 や に関する 律 の 制

もなされている。

ｂ が できる であ 、 を する意 が であれ 、

の の が らかにされていなくても の に す

る。

ｃ 機 等 （ 大 ）及び （ の

に る ）に関する は、 等の けが であ 、 の

の 等に関 する は である。

ｄ の としては、 の によ

を て行われるものが れるが、 において のた いら

れる や イ ク ル、 は れない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 誤 正 誤 誤

３ 正 誤 誤 誤

４ 誤 誤 正 正

５ 正 正 誤 正

24



問 等 正 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み

合わせはどれか。

ａ では、効能効果は 合されている 々の 成生 の を

に て記 しなけれ ならない。

ｂ に して、 の過 の消費や を 長するお れが

ある は 正なものとされている。

ｃ は、 による によらなけれ に が

できない （ え 、がん等）について自 が 能であるかの

は られない。

ｄ について、 後を した 等を る とが

されている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 正

２ 正 正 誤 正

３ 誤 誤 正 誤

４ 誤 正 正 誤

５ 誤 正 誤 正

25



問 機 等 に き行 が行 視 等に関する以下の記

述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。

ａ は、 視 に、 の が 管する に

、 を させる とができる。

ｂ 生 働大 は、 に して、 の 等を行 た

の 体制が に 合しなくなった場合、 の 体制の 備を ず

る とができる。

ｃ は、 の が、 の に関し、 に関す

る に する行 があったときは、 の に して、

を て の による の の停止を ずる とができる。

ｄ 生 働大 は、 を 上 に し、

の を ずる とはできない。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 誤 正 誤 誤

３ 正 誤 誤 正

４ 誤 正 正 正

５ 正 正 正 誤

26



問 機能 の 成分と の 機能 の関 について、正しいも

のの組み合わせはどれか。

成分 機能

ａ 酸 酸は、 血 の形成を ける 素です。

酸は、 の正 な に する 素で

す。

ｂ ウ ウ は、 の視力の 持を ける

素です。

ウ は、 や の 持を け

る 素です。

ｃ オ ン オ ンは、 や の 持を ける

素です。

ｄ タ ン タ ン は、 血 の形成を ける 素で

す。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

27



問 の 正 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み

合わせはどれか。

ａ は、 の 正な のた に な を って て と

しての機能を するものである。

ｂ の 正 の記 は、 の生 に しやすい な

でなされているが、 の は 的 的なものとなら るをえな

い。

ｃ される な は、 の の 上の 意の

の 、 の の 意 の に の が れる とがある と

して記 されている。

ｄ の の効能 は効果の には、 の生 が自

ら できる 、 等が されてお 、 として記 され

ている場合もある。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 誤

２ 正 誤 誤 誤

３ 誤 正 誤 正

４ 誤 誤 正 正

５ 誤 誤 正 誤

28



問 の に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わ

せはどれか。

ａ 、 量 の 及び い上の な 意 の記 が

けられている。

ｂ な が された場合には、 を記 するとともに さ

れた を する。

ｃ の上部に、 にあたって、 の を ず と。

た、 なときに るよ 大 に する と。 等の が記 され

ている。

ｄ の では、 を けた が記 されている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 正 誤

２ 誤 正 正 正

３ 正 正 正 正

４ 誤 誤 誤 誤

５ 正 正 誤 正

29



問 の に関する以下の記述の正誤について、正しい組

み合わせはどれか。

ａ の は わらないものではなく、 の 効性 全性等

に る新たな 、 に る に き、 的に がなされてい

る。

ｂ 上の 意の に記 される、 してはいけない と 、 す

る と 及び の の 意 の 出しには、 れ れ された

的 クが されている。

ｃ 物として 合されている成分については、 のと 、

の自 し合わせに いて記 がなされている。

ｄ 性 を としている ル 等における消 や高

に く 意 については、 の への が けら

れているが、 において 管及び い上の 意 としても記

されている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 誤

２ 誤 誤 正 誤

３ 誤 正 正 正

４ 正 誤 誤 正

５ 誤 誤 誤 正

30



問 の記述は、 の の 上の 意に関するものであ

る。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ する と の には、 の を する に、 の につ

いて に した上で な がなされるべきである について

記 されている。

ｂ を （ ）している は、 の を （ ）しない

と の には、 との について記 されている。

ｃ してはいけない と の で 中の は を しないか、

を する場合は を ける と と記 する どではない場合、

する と の に 中の と記 されている。

ｄ すると 等が れやすくなる成分が 合された の は、

する と の に記 されている。

１（ａ、ｃ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｂ、ｄ）

問 の記述は、 の 管及び い上の 意に関するものである。正

しいものの組み合わせはどれか。

ａ は、 質しにくいた 、 後も で 管する とが

しい。

ｂ は、 出したときに との な で を びるお れが

なく、 での 管は である。

ｃ ル は、 出したときに との な で を びるお

れがあるた 、 での 管は である。

ｄ は、複 の で い されると、 に して 液に細

があった場合に、 の に するお れがあるた 、 の と

しない。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わ

せはどれか。

ａ な の下で 後３ を えて性 及び 質が である

とが されている においては、 的な はない。

ｂ される では、 の代わ に として さ

れる。

ｃ は、代わ に 消費 として する ともできる。

ｄ いったん された の は、 後 ね３ である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 誤 正 正 誤

２ 正 誤 正 誤

３ 正 正 誤 正

４ 誤 誤 正 正

５ 正 正 誤 誤

問 全性 に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせ

はどれか。

ａ 、 機 は 生 等 について、 かつ 大な 意

や 制 に る が な にある場合に 成される。

ｂ 生 働 からの 、 、 の自 等に いて

成される。

ｃ 及び行 による 、 から 機関

や 等への のみによ される。

ｄ ４ イ の の 物で、イ タ とも れる。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 誤 誤

２ 誤 正 正 正

３ 正 誤 正 正

４ 誤 正 誤 誤

５ 正 正 誤 正
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問 の記述は、（ ） 機 合機 の 機

ホ に関するものである。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ が に した 上の 意 の が さ

れている。

ｂ の が されている。

ｃ 関 の イド くす のしお が されている。

ｄ 等の 収に関する が されている。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）

問 からの 等の 制 に関する以下の記述の 、誤っている

ものはどれか。

１ 制 は、１ の 正 で、 等が 等の

収 の を とが 記されていなかった。

２ で されていた 効成分を で て 合し

たものについては、 として 後の （ ね３ ）、 全

性に関する調 及び調 結果の が られている。

３ において、 によるものと われる の

生で、 上の 意から できるもので した場合の は３０

以 である。

４ において、 によるものと われる の

生で、 上の 意から できないもので した場合の は

１５ 以 である。

33



問 等の および に関する以下の記述の正誤について、正

しい組み合わせはどれか。

ａ 収 された 等の は、 の の 等において

され、 な 全 が られる。

ｂ については、（ ） 機 合機 において

の意 を きながら調 が行われる。

ｃ 生 働大 は、（ ） 機 合機 の意 を いて、 全

上 な行 を ている。

ｄ 生 働大 は、 生 の意 を いて、 の

中止、 の 収等の行 を ている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 誤 誤

２ 誤 正 正 正

３ 正 誤 正 正

４ 誤 誤 正 誤

５ 正 正 誤 正

問 の記述は、 による 等が われる場合の の に関す

るものである。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ 等によるものと われる、身体の 調 調、 生 に を

す の （ を 。）について が られている。

ｂ 部 は化 による についても、 が けられ

ている。

ｃ は によると われる については、

の に をする ととなっている。

ｄ との 果関 が ずしも でない場合には、 の とはな

ない。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の 等による の に関する以下の記述の正誤に

ついて、正しい組み合わせはどれか。

ａ の 等に する においては、 を けた

等に して 制 がある とや、 を運 する（ ）

機 合機 の 等を し、 を す等の が されてい

る。

ｂ は、 の によ の の にある１

の を する に して されるものである。

ｃ （ によ された を 。）の

による については、 制 の から されている。

ｄ は の による への の

には、 の を 等した 、 の の 成

した 等が である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 誤

２ 正 誤 正 正

３ 誤 正 正 正

４ 正 誤 誤 誤

５ 誤 正 誤 正
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問 の記述は、 制 に関するものである。正しいも

のの組み合わせはどれか。

ａ 制 は、 を 正に したにもかかわらず、 によって

以上の が生 た場合に、 費等の を行 ものであ

る。

ｂ の としては、 費、 、 、 、

、 及び がある。

ｃ を 正に して生 た であっても、 に 機関での

を さずに したよ な のものについては に れな

い。

ｄ の であるかど か がつきかねる場合には、 を

する とができない。

１（ａ、ｃ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｂ、ｄ）

問 ンタ に関する以下の記述の正誤について、正しい組

み合わせはどれか。

ａ など、 に がある場合には、

ンタ への が される。

ｂ 物 は とも れ、 成 の で成 した。

ｃ 体 合 において、 の 行と同 に された。

ｄ 消費 が、 は 部 に関する について の

と するに たって、消費 の 場に って の や調 あ

っせんを行 。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 誤 誤

２ 誤 正 誤 正

３ 正 正 正 正

４ 誤 誤 正 正

５ 正 正 正 誤

36



問 酸 ル パ ル ン（ ） の 全 に関

する以下の記述について、（ ）の中に れるべき の正しい組み

合わせはどれか。

２００３ でに、 が 合された による脳出血等

の が複 され、 れらの多くが 量の を えた

は とされている（ ａ ） の によるものであった。

のた 、 生 働 から関 等に して、（ ｂ ）の 、

の 等を行 とともに、代 成分として（ ｃ ）等への

やかな えにつき がなされた。

ａ ｂ ｃ

１ 高血 上の 意 イド ド ン 酸

２ 高血 及び 量 ド イン ン酸

３ 糖 上の 意 イド ド ン 酸

４ 糖 上の 意 ド イン ン酸

５ 糖 及び 量 イド ド ン 酸
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問 の 正 のた の 動に関する以下の記述の正誤につい

て、正しい組み合わせはどれか。

ａ は、 な ル ンの 及 、 の

正 の のた 、 動に 的に 、 力する とが され

ている。

ｂ １７ ２３ の１ を と の として、 、自

体、関 体等による 動やイ ン 等が されている。

ｃ 物 止を するた 、 １０ ２０ １１ １

での１ 、 、自 体、関 体等によ 、 。 タイ。

及運動が されている。

ｄ では、 物 の 性に関する や が ずしも 分では

ないた 、 の 正 の 性等に関して、小中 生の からの

が である。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 正 正 誤

２ 正 誤 誤 正

３ 誤 正 誤 誤

４ 正 誤 正 正

５ 誤 正 誤 正

問 の において、 の を に する

と とされている について、正しいものの組み合わせはどれか。

ａ 中 神経系の によ 、てんかんの を き すお れがあ

る。

ｂ くみ（ ）、循環体液量の が 、 を 化させるお

れがある。

ｃ 換神経 によ 血 を上 させ、高血 を 化させるお れが

ある。

ｄ ン によって 出 （ ）が くな 、 が上

し、 を 化させるお れがある。

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の記述は、 と れらの 全性 として 意 された な

に関するものである。正しいものの組み合わせはどれか。

ａ か 質性

ｂ ン 様

ｃ タン ル ン（タン ン酸 ルブ ン）

様

ｄ ク オ ン ク末 オウ ク末

ン ウ末 ン 末 合

機能

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）

問 の記述は、 の 全性 の記 に関するものである。

正しいものの組み合わせはどれか。

ａ の

ｂ 過 の

ｃ 等の は 、

ｄ の （ のみ）

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｄ） ３（ｂ、ｃ） ４（ｃ、ｄ）
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問 の な 、 に関する以下の記述の正誤について、

正しい組み合わせはどれか。

ａ 生 働 のホ には、

がある。

ｂ 生 働 のホ には、 等 収関 がある。

ｃ 生 のホ には、くす の

ンがある。

ｄ （ ） 中 ンタ の中 １１０ は、 機関 となっ

ている。

ａ ｂ ｃ ｄ

１ 正 誤 誤 誤

２ 誤 正 誤 正

３ 正 誤 正 正

４ 誤 誤 正 誤

５ 正 正 誤 誤
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